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現
在
の
福
祉
を
取
り
巻
く
状
況
を
共
有
し
、
改
定
介
護
保
険

法
に
当
事
者
や
家
族
、
担
い
手
等
の
声
を
活
か
す
た
め
の
取
り

組
み
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
佛
教
大
学
社
会
福
祉
学
部
教
授
の

藤
松
素
子
先
生
に
基
調
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
要
支
援
者
等
を
対
象
に
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
活
動
が
今
後
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
専

門
職
も
含
め
た
共
同
学
習
の
積
極
的
推
進
、
制
度
的
「
限
界
」

を
確
認
し
な
が
ら
地
域
の
福
祉
力
を
高
め
る
取
り
組
み
を
考
え

て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
等
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
支
部
の
世
話
人
を
務
め
て
お
ら
れ
る
芝
山
由
美
子
氏
に
報

告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
会
の
活
動
報
告
の
他
、
住
民
の
方
々
の
地
域
学
習
会
や
声

掛
け
訓
練
へ
の
参
加
等
で
認
知
症
へ
の
理
解
を
広
め
て
い
く

こ
と
や
地
域
で
の
見
守
り
・
声
掛
け
の
大
切
さ
、
当
事
者
の

方
が
排
除
さ
れ
な
い
地
域
づ
く
り
の
必
要
性
を
話
さ
れ
ま
し

た
。

　
支
部
の
代
表
を
務
め
て
お
ら
れ
る
池
田
早
苗
氏
に
報
告
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
会
の
活
動
報
告
の
他
、
親
亡
き
後
の
課
題
と
し
て
、
日
頃

か
ら
地
域
の
活
動
者
や
ご
近
所
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
っ
て

お
く
こ
と
、
災
害
時
の
避
難
場
所
の
課
題
、
当
事
者
自
身
も

積
極
的
に
地
域
の
行
事
等
へ
参
加
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ

を
発
信
さ
れ
ま
し
た
。

　
左
京
区
社
会
福
祉
協
議
会
は
昨
年
の
11
月
27
日
、
グ
ラ
ン
ド
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
京
都
に
お
い
て
左
京

区
社
会
福
祉
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
区
内
の
学
区
社
協
、
民
生
児
童
委
員
会
、
施
設
、

福
祉
関
係
団
体
・
機
関
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
等
で
構
成
さ
れ
る
左
京
区
地
域
福
祉
推
進
委
員
会

の
皆
様
に
地
域
福
祉
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
約
2
0
0
名
の
福
祉
活
動
に
携
わ
る
関
係
者
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、
有
識
者
の
基
調
報
告
や

２
名
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の
実
践
報
告
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
、
当
事
者
の
方
々
の
声
を
ど
う
今
後
の
活
動
に
反
映
し
て
い
く
か
を
考
え
る
貴
重
な
場
に
な
る

と
と
も
に
、
参
加
さ
れ
た
方
々
に
よ
る
連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
な
が
ら
地
域
で
で
き
る
こ
と

は
地
域
で
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
く
と
い
う
方
向
性
を
確
認
す
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

 

（
文
責
：
事
務
局
）

基 調 報 告

実 践 報 告

実 践 報 告

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
に
つ
い
て

ご
存
知
で
す
か
？

改
定
介
護
保
険
法
の
焦
点

 
〜
新
総
合
事
業
と
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
へ
の
課
題
〜

藤井優三委員長による進行

左京区社会福祉大会 地域  福祉シンポジウム開催

「当事者の方 々 の声を
 地域福祉活 動に活かそう！」

藤松 素子氏
佛教大学社会福祉学部 教授

芝山 由美子氏
認知症の人と家族の会

京都府支部

池田 早苗氏
京都手をつなぐ育成会

左京支部

　
左
京
区
社
会
福
祉
協
議
会
に

は
、
こ
ん
な
相
談
が
よ
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
あ
る
独
居
高
齢
者
の
方
か
ら
は

「
介
護
保
険
関
係
の
書
類
が
た
く

さ
ん
く
る
け
ど
、
ど
う
手
続
き
し

た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
。
郵
便

物
が
自
宅
に
大
量
に
た
ま
っ
て
い

る
」
と
い
っ
た
相
談
や
、
知
的
障

害
の
あ
る
方
か
ら
は
「
今
ま
で
、

親
に
お
金
の
管
理
を
し
て
も
ら
っ

て
い
た
が
、
一
人
暮
ら
し
を
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
自
分
ひ
と

り
で
判
断
す
る
の
に
不
安
が
あ

る
。
計
画
的
に
お
金
を
使
っ
て
い

く
練
習
を
し
た
い
」
と
い
っ
た
相

談
が
あ
り
ま
し
た
。

　
認
知
症
高
齢
者
や
知
的
障
害

者
、精
神
障
害
者
な
ど
の
方
々
が
、

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
手
続
き

や
、
日
常
的
な
金
銭
管
理
等
の
お

手
伝
い
を
す
る
日
常
生
活
自
立
支

援
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
こ
の
事
業
の
利
用
者
へ

の
具
体
的
な
支
援
活
動
に
協
力
し

て
い
た
だ
け
る
「
生
活
支
援
員
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
対
象
は
、

30
歳
〜
73
歳
ま
で
で
す
。（
民
生
委

員
及
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等

に
所
属
し
て
い
る
方
を
除
く
）
活

動
し
て
頂
く
に
は
、
所
定
の
養
成

研
修
を
う
け
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

詳細につきましては、左京区社会
福祉協議会事務局（☎723-5666）
までお問い合わせください。
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左
京
区
社
協
に
と
っ
て
「
北
部
支
援
」

は
重
要
な
課
題
で
す
。
北
部
地
域
に
と
っ

て
特
に
高
齢
者
世
帯
に
対
す
る
見
守
り
は

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
地
域
を
目
指
し
て
、
左
京

区
内
で
は
上
記
講
座
が
多
数
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
修
学
院

中
学
校
の
生
徒
さ
ん
を
対
象
に
し
た
取
り

組
み
で
す
（
1
年
生
・
2
年
生
　
各
1

回
）。
先
生
方
だ
け
で
な
く
修
学
院
・
修

学
院
第
二
学
区
社
協
役
員
、
民
生
委
員
、

老
人
福
祉
員
等
の
地
域
活
動
者
の
方
々
、

修
学
院
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
等
、
地
元
の
関
係
機
関
、
施
設

の
職
員
の
皆
さ
ん
と
共
に
企
画
し
、
中
学

生
と
関
係
者
が
連
携
し
て
で
き
る
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。「
あ
な
た
た
ち
の
先
輩
が
道
で
迷
っ

て
い
る
認
知
症
の
方
に
出
会
い
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
案
内
し
た
」
と
い

う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
す
る
と
驚
嘆
と
歓

声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

最
重
要
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
9
月

に
3
地
域
の
学
区
社
協
、
民
生
委
員
、
老

人
福
祉
員
の
方
々
や
左
京
北
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に

高
齢
者
世
帯
を
訪
問
し
、
緊
急
連
絡
先
や

か
か
り
つ
け
医
等
の
現
況
確
認
を
行
う
と

と
も
に
生
活
上
の
困
り
事
の
把
握
等
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
同
意
を
得
た
世
帯
に

は
北
部
地
域
の
高
齢
者
施
設
（
花
友
は
な

せ
）
と
も
情
報
を
共
有
し
て
支
援
に
役
立

て
て
い
ま
す
。

生徒の皆さんに声掛けを体験いただきました

地域活動者の方々も一緒に学習

様々な情報提供も行います

把握した情報を記載した
「こころホッと・安心カード」が
後日、お宅に配布されます

　
左
京
区
社
会
福
祉
協
議
会
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
で

あ
り
、
様
々
な
団
体
・
機
関
と
連
携
し
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
今
年
度
取
り
組
ん

だ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

別
所
・
花
脊
・
広
河
原

高
齢
者
世
帯
へ
の

訪
問
活
動

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

講
座

修
学
院
中
学
校
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地
域
で
多
様
な
連
携
・
協
働
が

進
ん
で
い
ま
す
！

学区の取り組み紹介学区の取り組み紹介学区の取り組み紹介

　葵学区社会福祉協議会では、さまざまな活
動で学生との連携を行っています。府立大学
のかごらカフェと連携したり、「左京×学生
　縁ねっと」のモデル学区となり、学生と共
に活動を行いました。
　健康すこやか学級へ毎回学生が参加するほ
か、企画の段階から学生が関わる機会を設け
るなど学生にとって、とても貴重な経験の場
となっています。
　地域の方からは、「学生さんの動きは力強
く心強い」「活気が出る」との声。

　吉田社会福祉協議会では、子育てサ
ロン「吉田すくすく広場」を開催して
います。
　民生児童委員、子育て支援センター、
児童館、保育所等と連携し、定期的に
実施されています。
　吉田すくすく広場では、子育て中の
親御さんが、気軽に子育ての悩みを相
談できる場「井戸端会議」を開催して
います。ボランティアがお子さんの見
守りを行い、その間に、主任児童委員
さんを中心に、相談に応じます。
　また、同世代の親御さん同士で子育
ての悩みを共有し合える雰囲気づくり
を心掛け、親御さんのつながりづくり
の場にもなっています。

学生とともに活動! !
葵学区社協×大学生

地域で子育て応援
気軽に悩みをはなせる場

※ 地域活性化プロジェクト「左京×学生　縁ねっと」
学生のパワーやアイデアを地域のまちづくり活動につなげるため左京
区役所、NPO法人ユースビジョン、左京区社会福祉協議会が協働で
行っている事業です。

　参加した学生からは、「これから地域の活
動に参加したくなった」「地域の活動に企画
の段階から参加できたことはとても貴重な体
験でした」という感想が聞かれました。

学生が参加し、各コ
ーナーで力を貸して

くれました

井戸端会議の様子



　
左
京
区
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
災

害
が
起
き
た
場
合
、
3
日
以
内
に
左

京
区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
依
頼
の
受
付
と
派

遣
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
際
に

は
、
地
域
の
要
望
を
把
握
し
、
必
要

な
と
こ
ろ
へ
効
率
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
派
遣
す
る
た
め
に
、
学
区
社
協

な
ど
の
地
域
住
民
組
織
と
の
連
携
が

必
要
不
可
欠
で
す
。

　
そ
こ
で
、
今
年
度
は
、
各
学
区
社

会
福
祉
協
議
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ

き
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

役
割
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
動
き
に
つ
い

て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
訓
練
に
並

行
し
て
、
地
域
住
民
組
織
と
災
害
ボ
ラ

災害ボランティアセンター設置候補場所

●北部山間地域―山村都市「交流の森」
●大規模災害時―国立大学法人京都工芸繊維大学
●中規模災害時―左京区役所

災害ボランティアセンターの主な役割

● 災害ボランティアセンター開設、運営、広報、
ボランティア募集

●ボランティア受付・ニーズ発掘・受付
●ボランティアの派遣

地域に期待する役割

● 災害ボランティアセンターの広報への応援
● 被災した方のニーズを把握し、災害ボランティ
アセンターにつなげる

●ボランティア派遣の際の道案内

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
重

点
を
置
い
た
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。訓
練
の
中
で
は
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
交
え
な
が
ら
、
災
害
時
に
地
域

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
る
体

制
に
つ
い
て
も
検
討
し
ま
し
た
。

　
災
害
が
起
き
た
後
、
復
興
す
る
過

程
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
を
ス
ム
ー

ズ
に
受
け
入
れ
、
上
手
に
活
用
す
る

た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
体
制
が
必

要
な
の
か
、
考
え
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
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ボランティア受付班
でボランティア登録

の流れを実践

地域のニーズを依頼するための話し合い

左 京 区

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

設
置
・
運
営
訓
練 

実
施
10
月
17
日

　
左
京
区
役
所

　パセリクラブは、主に左京区内で、障がいのある
方の支援を中心に活動されている団体です。平成４
年から活動を開始し、来年で25周年を迎える同ク
ラブ。会員は現在29名で、その年齢層は40代から
80代までと幅広いです。
　活動内容は、精神障害のある方の社会復帰支援や
共同作業所の支援、ふれあい訪問（デイサービスや
個人宅）等さまざまです。
　みなさまの心に寄り添った支援を心がけ、明るく
楽しくをモットーに、これからも長く活動を続けて
いけるよう日々活動されています。

ボランティア
グループ連絡会
活動紹介

「パセリクラブ」

連絡先　パセリクラブ

★葵ピエロ小物づくりボランティア
★ボランティアサークルあゆみの会
★救援ボランティア左京 ＳＲＶ
★ボランティア「クローバーの会」
★子ども文庫やかまし村
★さゆり会
★下鴨おもちゃの会
★修学院手をつなぐ会
★タンタンたかのおもちゃライブラリー
★図書館友の会けやき
★配食ボランティア葵
★パセリクラブ
★ひとりぼっちをなくす会
★ふれあいサロンおとなりさん

ボランティアグループ一覧

メンバー募集中！
　パセリクラブでは、一緒に活動していただける方を随時募
集しております。活動場所は、主に左京区内です。毎月１回
左京合同福祉センターで例会を行っています。活動に興味の
ある方は、お気軽にお問い合わせください。

代表　村松　勝子
問合せ先：左京区社会福祉協議会
　　　　　TEL：075‒723‒5666

★左京ほっとほっとクラブ
★京都市手話学習会みみずく左京支部
★やさいの会おもちゃライブラリー
★要約筆記サークル　かたつむり 左京支部
★わく星学校
★おひさま太鼓
★Jafore
　～日本語を母語としない家族のための子育て支援チーム～
★さくらんぼの会
★SKYおもちゃ病院
★配食サービス　あんずの会
★フーちゃんの笑いのつどい
★子育てママ支援サークル☆はじめのいっぽ
★生活文化地域協同 （順不同）

ボランティア団体
募 集

左京区社会福祉協議会では、左京区ボランティアグループ連絡会
に登録してくださるボランティア団体を随時受け付けておりま
す。詳しくは、左京区社会福祉協議会までお気軽にお問い合わせ
ください。
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社会福祉法人

京都市左京区社会福祉協議会
左京区ボランティアセンター 北大路通 東

大
路
通

●最寄バス停
市バス北8、204、206号系統
「高野橋東詰」バス停下車5分
31、（204、206）号系統「田中大
久保町」バス停下車5分
京都バス16、17、21、23、32、
34、35、41、43号系統「蓼倉橋」
バス停下車3分
＊ 合同福祉センターには駐車
場はありませんので公共交
通機関をご利用ください。

　平成26年６月に認知症の

方やご家族の方が、相談・

悩み事等を共有することが

できる居場所「おれんじサ

ロンさきょう」を始めて１

年半。年齢問わず、「少しも

の忘れがでてきたかな？」

という方まで幅広くご参加

いただいています。興味の

ある方は是非お気軽にお問

い合わせください。

毎月第２木曜日 13:30 ～ 15:00日時

左京合同福祉センター（下記地図参照）
３階 会議室
認知症の方、少しもの忘れが出てきた方（年齢は問いません）
及びご家族で、本人が一人で来られるか、ご家族等と一緒に
来られる方（送迎はありません）

場所

対象

10名定員

茶話会・レクリエーション・
歌・体操・外出企画等

無料

（ただし企画内容に
よって実費を徴収
する場合あり ）
出入り自由

内容

費用

その他

左京区社会福祉協議会
（TEL075-723-5666）問合せ

音楽レクリエーションが人気です

歌の先生の熱唱に
みんな感動！

気持ちの良い秋晴れの下、
 植物園を散策しました

おれんじサロン
さきょう
実施中 !

　平成27年12月発行「さきょうくしゃきょうだより賛助会員募集特集号」に掲載いたしました「平成26年度賛助会員
大口一覧」につきまして、下記の通り掲載に誤りがございました。ご迷惑をおかけいたしました関係者各位に謹んでお
詫び申し上げますとともに、ここに改めてお知らせいたします。
　「前年度（平成26年度）加入いただきました企業・団体（一口以上）、個人会員（20口以上）賛助会員大口一覧」
　誤：田村隆志　様（10,000円）　→　正：田代隆志　様（10,000円）

訂
正
と
お
詫
び

13:30 ～ 15:00


